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福
岡
県
警
は
新
た
な
力
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
福
岡
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
日　
５
月
13
日
（
日
）

▼
受
付
期
間　
４
月
２
日
（
月
）
～
４
月
23

日
（
月
）

▼
採
用
予
定

外
国
人
住
民
の
住
民
登
録
制
度
が
変
わ
り
ま
す

オウム真理教 特別手配被疑者
あなたの近くにいませんか？

「おやっ」と感じたら110番　粕屋警察署

地下鉄サリン事件 情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

高橋　克也（53歳）

<現在のイメージ>

菊地　直子（40歳）
地下鉄サリン事件

まだ
逃亡中!!
まだ
逃亡中!!

福岡県警察
H24.3

<現在のイメージ>

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
は
、
高
額
な

外
来
診
療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額
適
用

認
定
証
な
ど
や
被
保
険
者
証
な
ど
を
提
示

す
れ
ば
、
１
か
月
の
医
療
機
関
な
ど
の
窓

口
で
の
支
払
が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は

　

１
か
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度

額
以
上
に
な
っ
た
場
合
、
い
っ
た
ん
そ
の

額
を
お
支
払
い
た
だ
き
、
あ
と
で
医
療
保

険
者
か
ら
高
額
療
養
費
と
し
て
お
返
し
し

て
い
ま
し
た
。

４
月
１
日
か
ら
は

　

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
限
度
額
適
用

認
定
証
な
ど
を
提
示
す
れ
ば
、
限
度
額
を

超
え
る
分
を
支
払
う
必
要
が
無
く
な
り
ま

す
。
保
険
薬
局
、
指
定
訪
問
看
護
事
業
者

に
つ
い
て
も
同
様
の
取
り
扱
い
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
提
示
す
る
も
の

●
70
歳
未
満
の
人
、
70
歳
以
上
の
非
課
税

世
帯
な
ど
の
人　

限
度
額
適
用
認
定
証
、

ま
た
は
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
（
要
事
前
申
）

●
70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
非
課
税
世
帯
な

ど
で
は
な
い
人　

高
齢
受
給
者
証

●
75
歳
以
上
で
非
課
税
世
帯
な
ど
で
は
な

い
人　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

▼
問
合
せ
先　
住
民
課　

☎
９
３
２
・
１
４
６
７（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

☎
９
３
２
・
１
１
５
１（
内
線
１
１
８
番
）

・
警
察
官
Ａ
（
男
性
、
女
性
、
武
道
指
導
）

・
警
察
官
Ｃ
（
経
済
、
語
学
（
北
京
語
）、

情
報
工
学
）

▼
問
合
せ
先　
粕
屋
警
察
署
総
務
課

　

☎
９
３
９
・
０
１
１
０

　　

住
民
基
本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
24
年
７
月
９
日
施
行
）
に
よ
り
、
外
国

人
住
民
に
も
日
本
人
と
同
様
、
住
民
基
本
台
帳

法
の
適
用
対
象
と
な
り
、
住
民
票
が
作
成
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
外
国
人
登
録
法
は
廃
止
に

な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は

　
　

外
国
人
住
民
と
日
本
人
住
民
が
一
緒
に
暮

ら
し
て
い
る
複
数
国
籍
世
帯
で
は
、
外
国
人

登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
と
住
民
票
を

別
々
に
取
得
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

改
正
後
は

　
　

同
一
世
帯
で
あ
れ
ば
住
民
票
が
一
つ
に
な

り
、
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し

が
発
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
　

外
国
人
登
録
制
度
か
ら
住
民
基
本
台
帳
制

度
へ
の
円
滑
な
移
行
を
図
る
た
め
に
仮
住
民
票

を
作
成
し
ま
す
。

　

現
在
の
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
を
元
に
仮

住
民
票
を
作
成
し
、
施
行
後
に
住
民
票
に
記
載

さ
れ
る
こ
と
と
な
る
外
国
人
住
民
（
平
成
24
年

５
月
７
日
現
在
外
国
人
登
録
の
あ
る
人
）
あ
て

に
、
そ
の
記
載
内
容
を
確
認
す
る
た
め
５
月
中

旬
に
仮
住
民
票
を
送
付
し
ま
す
。

※
仮
住
民
票
の
記
載
が
実
情
と
異
な
る
場
合
は
、

外
国
人
登
録
法
に
基
づ
い
た
変
更
申
請
な

ど
所
定
の
手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

外
国
人
登
録
原
票
を
元
に
、
短
期
滞
在
者
な

ど
を
除
い
た
適
法
に
３
か
月
を
超
え
て
在
留
す

る
外
国
人
で
住
所
を
有
す
る
人
に
住
民
票
を
作

成
し
ま
す
。

①
中
長
期
在
留
者（
在
留
カ
ー
ド
交
付
対
象
者
）

②
特
別
永
住
者

③
一
時
庇
護
許
可
者
ま
た
は
仮
滞
在
許
可
者

④
出
生
に
よ
る
経
過
滞
在
者
ま
た
は
国
籍
喪
失

に
よ
る
経
過
滞
在
者

※
施
行
日
直
前
の
入
国
な
ど
に
よ
り
、
施
行
日

に
住
民
票
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
外
国
人
住
民
に
つ

い
て
は
、
施
行
日
後
14
日
以
内
に
氏
名
、
住

所
な
ど
の
届
け
出
を
市
町
村
窓
口
で
行
い
、

住
民
票
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
先　
住
民
課

　

☎
９
３
２
・
１
４
６
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

　

☎
９
３
２
・
１
１
５
１
（
内
線
１
１
２
）

外
国
人
登
録
法
が
廃
止
、

外
国
人
に
も
住
民
票
作
成

仮
住
民
票
の
通
知

対
象
者

43

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る

み
な
さ
ん
へ

国

保

掲

示

板

福
岡
県
警
察
官
募
集

番
外
編
　「
運
動
会
の
歌
」

　　
一
、

　

待
ち
に
待
ち
た
る　

運
動
会　
　

　

日
頃
鍛
え
し　

手て
な
み並

を
ば

　

試
さ
ん
今
日
の　

愉
快
さ
よ

　

心
も
勇
め
り　

若
杉
の

　

峰
に
輝
く　

朝
日
影か

げ

二
、

　

真
の
力
を　

身
に
こ
め
て

　

負
け
て
も
七
度　

八
度
起
ち

　

進
み
雄お

お々

し
く　

戦
わ
ん

　

心
も
勇
め
り　

岳
城
の

　

山
を
も
動
か
す　

と
き
の
声

三
、

　

後
れ
は
と
ら
じ　

晴
れ
の
場
所

　

油
断
は
我
ら
が　

大
敵
ぞ

　

勝
っ
て
は
か
ぶ
と
の　

緒
を
し
め
ん

　

流
れ
も
澄
め
る　

須
恵
川
の

　

清
き
に
勝
る　

心
持
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
啓
）

　

今
回
は
、須
恵
小
学
校
の
「
運
動
会
の
歌
」

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
の
歌
は
、
運
動
会
開
会

の
際
な
ど
に
歌
わ
れ
、「
待
ち
に
待
ち
た
る

運
動
会
」
と
い
う
歌
い
だ
し
で
始
ま
る
歌
な

ど
が
全
国
各
地
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
も
、
和
歌
山
市
で
歌
わ
れ
る
運

動
会
の
歌
は
、
日
本
で
唯
一
の
運
動
会
専
用

公
式
唱
歌
で
す
。

　

須
恵
町
に
も
「
運
動
会
の
歌
」
が
あ
り
ま

す
が
、
現
在
で
は
歌
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な

り
ま
し
た
。
歌
詞
を
確
認
で
き
る
資
料
は
少

な
い
で
す
が
、
歌
い
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
須
恵
在
住
の
吉
松
寛
さ
ん
、
新

原
在
住
の
橋
本
悦
子
さ
ん
、
志
免
町
在
住
の

稲
永
文
雄
さ
ん
に
協
力
い
た
だ
き
、
歌
詞
が

分
か
り
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

１
番
は
若
杉
山
、

２
番
は
岳
城
（
高

鳥
居
城
）、
３
番

は
須
恵
川
と
、
須

恵
町
に
ゆ
か
り
の

あ
る
場
所
が
歌
詞

に
入
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
須
恵
の
運

動
会
の
歌
の
特
徴

で
す
。


